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第 12 回近畿松江会総会・懇親会 報告 

第 12 回近畿松江会総会・懇親会は、好天に

恵まれ、5 月 28 日（日）11 時から、新大阪の

ニューオーサカホテル 3Ｆの淀の間で開催さ

れました。  

直前に、松浦松江市長の奥様がご逝去される

という悲しい出来事があり、市長はご欠席とな

りましたが、会員・会友 69 名、来賓 32名、計

101 名（別掲）のご参加をいただき、盛会裡に

開催できまし。 

◆総会 

常任幹事の鶴羽孝子さん（西持田町）の司会

で始まり、最初に、当会幹事長・副会長として

設立の最初からご尽力をいただき、昨年ご逝去

された有田嵩様（宍道町）に対する黙祷を捧げ

ました。 

 総会は、小川龍朗副会長（島根町）のユーモ

ラスな加賀弁？による「開会のことば」で始ま

り、伊藤征治会長（北堀

町）からご参加に対する

感謝と歓迎の「ご挨拶」

を申し上げて所定の総

会議事に入りました。 

議事は竹谷奬事務局長（八束町）から平成 28

年度事業報告と決算報告がなされ、拍手でご承

認をいただきました。また、新たに木幡晃正氏

（宍道町）が常任幹事に、井上隆吉常任幹事（上

東川津町）が副会長に就任されるという役員人

事も同じく拍手で承認され、お二人からはご挨

拶をいただきました。役員をご退任された木村

八重子様（東本町）には花束を贈呈してその労

に感謝を申し上げました。 

次いで、平成 29 年度事業計画と予算案につ

て内部茂副事務局長（東朝日町）から報告をし、

同じく承認をいただいて、議事は無事に終了い

たしました。 

その後、内部副事務局長よりゴルフ同好会の

活動状況とご参加のお誘いがありました。 

最後に押田良樹常任幹事（大庭町）から「閉

会のことば」としてご参集に御礼を申し上げる

とともに、2月放送の NHK ラジオ深夜便で、NHK

松江局から高橋一清松江市観光文化プロデュ

ーサーが全国に向けて大変興味深いお話をさ

れたことを紹介されました。 

特に高橋様が「松江と

水」の関係について深い

言及をされたので、興味

を持って調べてみたら

松江には旧市内で約

600、今の松江市全体で

約 1,200 の橋があるという、まさに水の都にふ

さわしい状況であることがわかったので、今か

らでも老骨に鞭打って一本一本を渡ってみた

いというお元気なお話をいただいて、総会は無

事に終了しました。 

◆講演 

本年度の講演は、「国引きジオパーク構想と

松江の大地の成り立ち」というテーマで、島根

大学入月俊明教授からお話をいただきました。 

（ご講演骨子は、別掲で紹介） 

◆懇親会 

休憩の後、お待ちかねの懇親会がスタート。

司会の常任幹事の茂居理智子さん（竪町）が、

若者代表の山陰

合同銀行、星野裕

弐大阪支店副支

店長（春日町）の

ご協力を得て、松

江の発展を願う得意の「南京玉すだれ」の一発

二人芸を披露して皆さんの緊張をほぐした後、

木村恵吉常任幹事（雑賀町）から「今日のお天
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気のように明るく楽しくまいりましょう」とい

う開会（宴）のことば」を申し上げて、懇親会

は始まりました。 

最初にご来賓を代表して松浦正敬松江市長

の「祝辞」を、産業観光

部長の矢野正紀様（雑賀

町）からご代読をいただ

きました。（あらためて

頂戴した市長ご挨拶は

（別掲で紹介） 

続いて、名誉会員で女優の三林京子様からご

挨拶をいただき、入月

先生のお話をお聞きし

て、美保関の雨にぬれ

る青石畳通りの石畳の

美しさに感動したこと

をあらためて思い出し

たこと。また、宿泊もできることで評判の奥出

雲多根自然博物館に行った時には、石や貝の化

石の展示から受ける素晴らしいエネルギーを

堪能したことなど、松江、島根の自然や風土に

対する有難いおほめの言葉をいただきました。 

ただ、そこを散策、見学する年配者のために

は、随所に椅子を置いていただければ、これが

本当の松江らしい親切なおもてなしにつなが

ると感じられたことなど、あたたかい率直なご

提言もいただき、皆、おおいに納得し、感謝の

拍手をお送りしました。 

続いて、田中裕子常任幹事（石橋町）により、

来賓のご紹介と祝電の

披露なされた後、森脇

勇人松江市議会議長に

「乾杯」の音頭をとっ

ていただき、会食・歓

談へと進みました。 

懇親会はテーブルごとに、またテーブルを超

えていつまでも続くかと思われるほど、にぎや

かに進行しましたが、時も経ち、恒例の牡丹な

ど松江の産品を中心とする福引抽選会がおこ

なわれ、会場の雰囲気も最高潮に達しました。 

混乱するかに見えた景品渡しも司会の茂居さ

んの八面六臂の大活躍で見事に終えることが

できました。 

そして、フィナーレは我らが国歌「ふるさと

松江」を大合唱しふるさとに思いを馳せました。 

「万歳三唱」は近畿島根県人会戸津川明克様

にお願いし、戸津川会長からは、素晴らしい懇

親会と運営だったことをおほめいただき、松江

の財産の素晴らしさや住みやすさに触れられ、

関係者の皆さんの今後の一層の頑張りに期待

したいとのご激励をいただき、声も高らかに音

頭をとっていただきました。 

最後に「閉会のことば」を松本耕司常任幹事

（上本庄町）から申しあげ、来年の再会を約し

てなごやかな裡に解散いたしました。 

また、書籍販売では、池田喜美代様（石橋町）、

山嵜麻里子様（石橋町）、大浦綾子様（北田町）

に、松江が誇る地域文化の情報誌「湖都松江」

と、明治維新で松江城を廃城から守った雑賀町

の元藩士高城権八の活躍を描いた、国宝松江城

秘話「誇り高きのぼせもん」（山口信夫著）の

販売のご協力をいただきました。紙面を借りて

厚く御礼申しあげます。 
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ご挨拶「第 12回近畿松江会総会・懇親会を終えて」  会長 伊藤征治

会員の皆様におかれましては、ご健勝な日々をお過ごしの

こととお慶び申し上げます。

風薫る 5 月 28 日（日）平成 29 年度第 12 回近畿松江会総会

・懇親会を盛会裏に終える事が出来ました。

平素から近畿松江会の活動に対しまして格別のご理解・ご

協力を戴いております大勢の会員の皆様には、日頃何かとご

多用の中、沢山のご参加を戴きました。

当日は、故郷松江市からは森脇勇人松江市議会議長様はじ

め当会の事業に関し何かとご指導、ご支援を戴いております

関係各部署の方々、更には戸津川近畿島根県人会会長様、他の市町村人会関係者の皆様

のご来臨を戴き、有難うございました。

懇親会では凡そ一年ぶりに、昨年国宝指定を受けました『松江城』、水の都の象徴であ

ります美しい『宍道湖』、『古き良き文化・伝統ある何よりも人間関係の温かい市民の絆』

等々、素晴らしい故郷を共有しております私共といたしましては、会員相互の親睦はも

とよりご来賓の皆様との懇親も深めて戴けました事と思う次第です。

『観光まつえ』の故郷応援団と致しましても、会員相互の懇親を深める中で些かなり

とも松江市発展の一助に寄与できる何かが生まれてくれば有り難く存じる次第でござい

ます。

当近畿地区には、島根県下各市町村人会が 42 ブロック、総会員数一万人以上の会員を

擁して居ると承知しております。中には既に半世紀以上続いている会もあります。

『近畿松江会』は平成 17 年、新松江市誕生を機に発起人会がスタート、翌 18 年 10
月、第一回設立発会記念総会・懇親会が開催されました事は皆さまご存知の通りであり

ます。近年大きな問題である少子高齢化社会は世界の最先端を行く我が国であり、当会

会員構成、故郷松江市の趨勢もその例外ではありません。松江市も地方創成、活性化に

諸策を進めておられます。

私は、会の今後更なる発展のベースはバランスの取れた各世代毎の会員数の増強であ

ろうと思っております。当会の認知度も今一つと認識致しております。私共は可能な限

り他の様々な会合に参加、近畿松江会のＰＲ・会員増強に関わる情報を得るよう努めて

おります。先年『近畿松江会』のホームページを立ち上げ、会則・入会方法・活動報告

・年次事業計画・更には会員の趣味の紹介等々、最新情報の閲覧が出来るよう都度更新

しております。会員の皆様におかれましても精々ご活用戴き、当会ＰＲ方々更なるご支

援を今後とも会員増強にお力添え方、宜しくお願い申し上げる次第です。

当会は、会員の皆様相互の親睦を図り懇親の輪を拡げ、深めて戴くことが目的の一つ

であります。私自身、出身地・故郷とは自分の人格形成にもっとも影響を受けたところ、

と認識しております。故郷に感謝し、近畿松江会、故郷の発展・活性化に参加貢献でき

ますよう微力ながら注力いたしたく、今後とも何卒宜しくご支援をお願い申し上げます。
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近畿松江会の皆さまへ  松江市長 松浦正敬

皆さまこんにちは。先日は、第１２回近畿松江会総会・懇親会

の開催まことにおめでとうございました。総会当日は皆さまにお

会いできることをたいへん楽しみにしておりましたが、出席する

ことができずたいへん申し訳なく、また残念に思っております。

今回の講演は、今松江市における最もホットな取り組みである

「国引きジオパーク構想」について、島根大学の入月先生にお話

しいただくことにしました。ふるさと松江を違った観点から理解していただけるまたとない

機会だったのではないでしょうか。参加した職員からも「わかりやすくてよかった」とか、

「名誉会員の三林京子さんもたいへん興味深く聴いておられた」という報告を受け、うれし

く思ったところです。これからもこのような機会を提供していきたいと思います。 

また、私事ではありますが、４月に行われた市長選挙において、市民の皆さまの負託を得

て第四期目の松江市政を担うこととなりました。これからの４年間、皆さまのふるさとをし

っかりと守り、発展させていくべく、全身全霊をささげ、世界に誇れるまちをつくっていく

所存ですので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

 さて、松江市は松江城天守の国宝化や経済産業省の「暮らしやすさ」ランキングにおいて、

全国１，７４１市町村のトップとなったことにより、認知度がさらに高まり、国内外から非

常に高い評価を受けております。 

一方で語り継がれる神話や美しい自然など、時の流れの中でも決して失われることのない

特性を兼ね備えております。 

私はこの先人から受け継いだ魅力をさらに磨き、発信することで国内外での存在感を高め、

住む人からも訪れる人からも「選ばれるまち 松江」の実現を目指していきたいと考えます。 

そのために、これからは人口減少社会への対応、とりわけ若者の定住対策には早急に取り

組み、雇用創出やミスマッチ解消、待機児童対策など総合的な観点から人口減少対策に取り

組んでいきたいと思います。 

また、市民の皆さまと人口減少問題に対する認識をひとつにし、誰もが地方創生を自分自

身の問題として捉え、その解決に向け一歩前へと踏み出す、そのような取り組みを全力で行

ってまいります。 

近畿松江会の皆さまには、ふるさと松江の魅力をホームページなどを通じ積極的に紹介し

ていただいており、たいへん有難く感じております。今後ともお力添えを賜りたいと存じま

すのでよろしくお願いいたします。 

 結びに、近畿松江会のますますのご発展と、会員の皆さまのご活躍を祈念いたしましてご

あいさつといたします。
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近 畿 松 江 会 こ の 一 年 

平成２８年６月～平成２９年５月まで 

平成２８年（７月～１２月） 

☆７月７日（水） 

・第４７回近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ 

大会に出場しました。 

☆７月２０日（水）７月期 三水会 

 ・第１１回総会・懇親会総括及び収支 

 ・ふるさと訪問・ゴルフ大会の取り組み 

※この企画は諸般の事情により中止しました 

☆８月２４日（水）８月期 三水会 

 ・会報（第９号）発行について 

・双樹学院へ平成２８年度第３回支援金を贈

呈しました。 

☆９月１３日（火） 

・双樹学院へ平成２８年度第２回支援金を贈

呈しました。 

☆ 

１０月１日（土） 

 ・会報第９号発行・発送 

☆１０月１７日（月） 

 ・１０月期 三水会 

・松江市立八束学園（小中一貫校）８年生３４

名（男子１３名・女子２１名）が天神橋３丁

目「天三おかげ館」にて大阪商人の心得を受

講し、２丁目及び３丁目、２箇所で八束（大

根島）特産品（牡丹苗、はまぼうふうの漬物）

の販売と観光ＰＲを応援しました。 

 はまぼうふうの漬物はあっという間に完売

しました。 

☆１０月２２日（土） 

・第 3回「雀林遊会」 

桂すずめさん（三林京子）落語会  

於国立文楽劇場 

       〔楽屋にて〕

☆１１月６日（日） 

 ・第５４回 

故郷応援団～みんなで楽しむ近島根県人会 

  今回は「出雲地区Ａ」担当でした。 

☆１１月１０日（木） 

・第４８回近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ 

大会に出場しました 
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☆１２月８日（木） 

・第１０回「近畿松江会」

第３８回「近畿双松会」 

ジョイントゴルフ大会 

於武庫ノ台ゴルフコース 

☆１２月１４日（水） 

・双樹学院へ平成２８年度第３回支援金を贈

呈しました。 

☆１２月初旬 

 ・平成２９年度の会費納入のお願いと上期行

事予定を発送しました。 

  平成２９年（１月～７月） 

☆１月１３日（金） 役員有志 加茂川館 

 ・全国都道府県対抗女子駅伝島根県チーム激

励会に参加し、激励金を贈呈しました。 

☆１月１５日（日）随意 

・全国都道府県対抗女子駅伝を京都西京極陸 

上競技場、沿道にて応援しました。 

☆１月９日（月）～２４日（火）随意 

・恒例の劇団前進座初春公演で「文七元結ぶ｣

ほかを観劇 

  於 先斗町歌舞練場 

☆２月８日（水） 

 ・平２８年度会計監査を実施しました。 

☆２月１３日（金） 

 ・児童養護施設「双樹学院」支援金募集 

☆２月１５日（水）２月期 三水会

 ・平成２８年度決算報告 

 ・平成２９年度事業計画ほか 

☆３月１日（月） 

・双樹学院へ平成２９年度第１回支援金を贈

呈しました。 

※沢山の方々より支援金のご協力をいただ

きました。ありがとうございました 

☆３月１５日（水）３月期 三水会 

  ・第１２回総会・懇親会開催について 

  予算、会場をホテルニューオオサカに決定 

☆３月２１日（月） 

 ・松江市訪問 

（伊藤会長・井上副幹事長・茂居常任幹事

竹谷事務局長） 

  松江市長様ほか面談、今年度の総会・懇親 

  会へのご協力をお願いしました。 

☆４月６日（火） 

・第４７回近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ 

大会に出場しました。 

☆４月１９日（水）４月期 三水会 

・総会、懇親会式次第等検討 

☆４月２１日（水） 

・第１１回近畿松江会ゴルフ大会

☆５月１７日（水）５月期 三水会 

・総会・懇親会 役割分担等確認 

 最終参加者確認 

☆５月２８日（日） 

第１２回総会・懇親会開催 
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基 調 講 演 

「国引きジオパーク構想と松江の大地

の成り立ち」 

＜講師＞島根大学教授 入月俊明 

司会者からのひと言 

常任幹事 渡辺 悟（北田町） 

「ふるさと松江の素晴らしさを再認識して」

――。総会の講演は島根大学大学院総合理工

学研究科地球資源環境学領域の入月俊明（い

りづき・としあき）教授（古生物学、地質学）

に「国引きジオパーク構想と松江の大地の成

り立ち」をテーマにお話をうかがいました。 

以下、その抄録ですが、美保関、加賀潜戸、

古浦海岸、日御碕……と、2000 万年余りの地

球の活動によって生み出され、形作られた島

根半島の具体的な地形や地質、発見された化

石類についての講演内容は紙幅の都合上、割

愛せざるを得ませんでした。ご理解賜れば幸

いです。 

加 賀 潜 戸

講演抄録 

ジオパーク（大地の公園）とは、地形・地

質のみならず、生物・生態系、歴史、文化す

べてを含んだ公園をいいます。 

「世界遺産」は保全が目的ですが、ジオパ

ークで強く求められるのは活用です。そこに

住んでいる人たちが、教育やツーリズムとい

ったものを通していかに持続可能な地域社会

をつくるか。つまり、「地域振興につなげる公

園」というのが定義なのです。 

 日本ジオパークに認定されているのは現在

43 地域。このうち、ユネスコが主催する世界

ジオパークは8地域あり、さらに14地域が「日

本ジオパーク」を目指しています。 

 指定されれば、知名度のアップ、特産品開

発、観光などの経済効果、さらに地域の再発

見による一体感の醸成といった効果が期待さ

れるわけです。 

 国引きジオパーク推進協議会（会長・松浦

正敬松江市長）が、日本ジオパーク認定を目

指して申請書を提出したのは今年 4 月。北海

道・十勝岳とともに一次審査に合格したので
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すが、数を絞ろうという動きもあって果たし

てどうなるのか。正式な結果は、8月 4－６日

の現地審査を経て、10 月に出る予定です。 

ヤツカミズオミヅヌノミコトが朝鮮半島や

隠岐、北陸から土地を引いてきて島根半島を

つくった――国引きジオパーク構想は、唯一

の完本として残る「出雲風土記」（西暦 733

年）に登場する国引き神話に由来しています。 

 ジオパークの対象は松江市と出雲市で、①

島根半島、②出雲平野・宍道湖・中海、③南

部山地丘陵地、の３つのエリアから成ってい

ます。 

東西３つのエリア 

①島根半島エリア（日御碕から美保関まで） 

②出雲平野・宍道湖・中海 低湿地帯エリア 

③南部丘陵地エリア 

これらの大地は、2000 万年以上前、ユーラシ

ア大陸の東端が分裂し始めたことが発端にな

りました。地質は花崗岩。そして分裂によっ

て日本海が拡大していき、1400 万年前ごろか

ら日本列島の時代を迎えます。フィリピン海

プレートの活動で中国山地が上昇していくわ

けです。 

そして 20 万年前。いまの人類であるホモ・サ

ピエンスがアフリカで誕生したのと同じころ、

陸上の火山活動によって大根島も誕生しまし

た。 

中国山地から川で運ばれてきた土砂が堆積

して出雲、松江で平野が発達し、島根半島が

陸続きになったのは縄文から弥生時代にかけ

てです。この、北からの季節風を防ぐ地形が

さまざまな歴史、文化を育んできたわけです。 

 すべての宝を結びつけ、付加価値を付ける

ことで地域の未来につなげていく。それが国

引きジオパークです。 

これを機会に、ふるさとの大地の素晴らし

さをぜひ、再認識していただきたい。そして、

近畿松江会の皆様には、ここ大阪の地で、何

かにつけて大いに宣伝していただけましたら

幸いです。 

以上 
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寄稿集 “松江だんだん” 

会報のニックネーム「松江だんだん」にちなみ、

「松江に“だんだん”する」ページをつくりました。 

わが町・わが村・・を「語る」内容でも、「思い出」

でも、「思い」でもすべて可とし、今年も下記の方々

に、謂わば町内代表としてご寄稿をいただきまし

た。 

皆で語り継ぐ企画ですから、町内リレー大会の

ように、次号はあなたにバトンがいくかもしれませ

ん。その節はよろしくタノンマスケンネ。 

（掲載は、町のアイウエオ順） 

■石橋町 

「我がふるさと石橋三丁目」 

            長岡京市・小泉勝是 

私は松江市石橋町3丁目 

（地行場）で生まれ、高校 

入学までそこで過ごした。 

現在の実家は、1970年に定 

年退職した父親が居を構えた

松江市八幡町（竹矢）に在る。 

1960 年 9 月、父親の転勤で松江を離れて以来、

高校は山口、大学は広島、就職してからは鎌倉、東

京、京都、大阪で暮らしてきた。毎年盆暮れには松

江に帰ったが、滞在するのは竹矢の実家に数日間

だけで、殆ど松江の中心部に出掛けることはなか

った。すなわち生誕の地松江という“地の縁”はあ

っても、一緒に遊んだり学んだ友人との縁（“人の

縁”）が、長い年月の間に途切れてしまっていた。 

大橋川・朝酌付近   

2012 年に偶々描いた大橋川（朝酌付近）の風景

画がきっかけで近畿双松会（松高北高同窓会）のメ

ンバーに加えてもらい、その後近畿松江会のメン

バーにもなった。これによって“人の縁”が復活す

ることになり、伴って松江という“地縁”も復活し

た。 

以来、私の原点は生まれ育った松江市石橋町三

丁目だという思いが強くなり、機会あるごとに石

橋町を中心に思い出を探して歩きまわった。 

現在は南北に‘大輪町通り’や‘くにびき通り’

などの幹線道路が走り街が大きく開け、その頃の

面影は殆ど無いが、当時は“こども稲荷神社”の裏

（東側）は遠く嵩山の麓まで見通せる広大な畑と

田んぼが広がっていた。東には田んぼや川、西には

城山、北には千手院の山、・・・と沢山の自然に囲

まれていた。 

年中釣り竿をもって、鮒、鯉、鰻、雷魚、亀、ザ

リガニを追いかけ、夏には近所の畑で、まくわ瓜、

スイカ、トマト、を失敬し（ごめんなさい）、いつ

も持ち歩いていた「肥後の守（ナイフ）」で皮を剥

いて食べ、秋には千手院や城山公園で栗やしいの

実、クルミを取り、たき火で焼いて食べた。この時

の味わいは今でも忘れられない。 

50 数年振りに訪れた懐かしい石橋町三丁目（地

行場）の通りは変化のない静かなたたずまいであ

ったが、第一印象は、“こんな狭い通りだったの

か！”であった。この狭い通りで仲間たちと、「か

くれんぼ」、「缶蹴り」、「元帥取り」、「天国入れ（ビ

ー玉）」、「コマ回し」、・・・などで毎日走り回り歓

声を上げていた。 

“こども稲荷神社”の境内は大きな木で覆われ

薄暗く、中に潜り込んで遊んだ“社殿（やしろ）”

はとても大きく感じていたが、現在の境内は木々

も少なく拍子抜けするほどに明るく、社殿も随分

小さく見えた。 

通い慣れた、みどり幼稚園、北堀小学校、第一中

学校は跡形もないが、当時のお店が今でも健在で

あることが分かった。竹内畳店、李白酒造、伊藤綿
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業、文泉堂、槇戸天狗堂（東奥谷）、森山醤油店、

きがる、イトクマ、タダノ、少し離れているがベニ

ヤ模型（末次）・・など本当に懐かしいお店である。 

森山醤油店（千手院入口）  

石橋町ならではの大きな思い出をひとつ上げる

と、「鼕（どう）行列」がある。最近では鼕（どう）

の打ち手は女性や子供たちが担うところもあるが、

当時は男性ばかりで、一杯引っかけた若衆に打ち

方を教えてもらった。お蔭で50数年を経ても多少

ながら打ち方（リズム？）を覚えている。鼕（どう）

の醍醐味は何と言っても直径 2 メートル近い大き

さと、お腹の底に響く重低音である。信州や東北な

どで大きな太鼓を見たり聞いたりしたことはある

が鼕に勝るほどの音は未だ聞いたことがない。 

一昨年の秋、偶々県庁前の通りで、行列が出発す

る前の試し打ちを観覧することが出来た。一緒に

観覧していた人が、「やっぱり本家三丁目は違う、

本物だ！」というのを聞いて我が事のように誇ら

しく思った。 

今も松江（竹矢）に帰ると、武内神社前からバス

に乗り県庁前まで行き、中原、殿町、田町、北堀、

奥谷、石橋、末次、京店、・・・と橋北の旧市街を

運動がてら歩き回っている。運動でもあるが、これ

も“人の縁”で引き受けた「松江観光大使」として

少しは知見を広めておかねばという思いからであ

る。 

“人の縁”で言うと、石橋町の幼馴染や小中学校

の仲間との“縁”が復活しただけでなく、同郷（松

江、出雲、島根）の先輩や後輩の皆さんと知り合え、

新たな“人の縁”で繋がりが持てた。この歳になっ

て掛け替えのない大きな財産である。共通の言葉

（出雲弁？）で共通の話題で語り合えるのは何よ

りも嬉しく楽しい。 

■本庄町 

「思い出・・島見堂」 

            吹田市・山内和美 

私が生まれ育った本庄は 

目の前には中海、その向こうに

は美しい姿をした「大山」が見

える景色の中で毎日を過ごし

ました。 

子どもの頃は昔の本庄中学

を遊び場にして遊んでいたよ

うに思います。 

学校から帰ると宿題もそこそこに、近所の友達

と誘い合わせて、今日は南町、明日は北町と、毎日

毎日よく遊びました。 

中でも本庄で一番の遊び場と言えば「島見堂（し

まみどう⇒本庄弁では「シマンド」）」です。そこで

は男の子、女の子入り混じって、今では考えられな

いほどの人数で、色々な遊びをしたように記憶し

ています。 

（注）島見堂には合同汽船の発着場があり、昔の役場 

も置かれていた本庄の中心。目の前の大根島が 

よく見える。 

郷土誌ふるさと本庄から「島見堂風景」 

最近、知り合いの方から昔の本庄の街並みの「ス

ケッチブック」をもらうことができ、懐かしくそれ

を目にして、益々子どもの頃のよき時代が走馬燈

のように甦りました。中でも八月に三日間ある夏

祭り「本庄祭」は島見堂の広場に芝居小屋が設営さ

れ、その周囲には出店が並び、いつもは子どもたち

の遊び場に別の世界ができたように思ったもので

す。その三日間は私にとって一年中で待ちに待っ

た嬉しい嬉しい夢のような、何とも言えない幸せ
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な三日間であったことを思い出します。 

七十歳を過ぎ、賞味期限が過ぎてきた今日です

が、故郷があることは安らぎを覚えます。島見堂の

思い出はいつまでも私を元気にしてくれています。 

最近、帰郷した折、久しぶりに島見堂に行ってき

ました！ 昔の風景は全くありませんが、私を見

守ってくれた広場です。 

■馬潟町 

「馬潟町の想い出「ホーランエンヤ」ほか」 

高槻市・松尾年浩 

竹矢小学校の校歌「松江の 

東 野はひらけ海もみどり 

に・・・」にある中海河口 

の大橋川南岸に馬潟町はあ 

ります。 

在学当時、管内には竹矢、八幡、矢田、馬潟 

の4地区があり、馬潟は住宅の裏に鉄道（山陰

線）が走り住民も最小で40所帯くらいでした。  

 そんな馬潟ですが、大橋川や中海の畔、裏は山、

狭いながらも自然の幸に恵まれていました。中学・

高校時代には、冬はシラウオ・ワカサギ漁、春～秋

は定置網漁（マス網）を営む祖父と親代わりの兄を

弟と共に手伝い、兼業の農業も。  

家の前の大橋川は水量豊富、合同汽船のほか、一

時は船の巨大さにびっくりの「隠岐丸」が松江まで

運航されていました。今は遊泳禁止ですが、泳ぎは

自由、町内どこからでも泳ぐことができました。夏

には、流れの早さに負けまいと、向う岸まで舟や泳

いで渡り、そこで取った「しじみ」をタライや籠に

どっさり入れて帰る日々を送っていました。2～3

 くらい潜るとあさり大のしじみが取れたのを覚

えています。 

また、夏休みの最後8月31日は八幡町にある「武

内神社」の大祭日で、近所の桟橋からの伝馬船によ

る渡し舟が大盛況、私もアルバイトで船頭を務め

ました。確かひとり10円、自転車が15円だったと

記憶しています。大井・福富等の方々の参拝に大い

に役立ったと思います。今は矢田の渡しや中海大

橋の架橋で廃止。そのほか、秋のゴズ（ハゼ）釣り

の船頭など想い出一杯です。今は周辺の両岸から

でもシーバス（スズキ）の1 級が釣れるそうです。

中海大橋から見た馬潟地区

さらに八幡町灘分地区と一緒に編成する10年に

一度の地区をあげての最大行事、平成31年開催予

定の日本三大船神事「ホーランエンヤ」があります。 

五大地最大の櫂伝馬を擁する「いの一まかた」・

一番船の誇りです。昭和33年開催の前年に指名さ

れ、私は中2で剣櫂（けんがい）を担当。今も馬潟の

踊り子は中学生のみ。剣櫂・采振り（さいふり）・太

鼓それぞれ3人、9人でその重責を担うのです。 

本番での重圧それは大変なものです。12 月初め

に担当師匠の御家に伺い稽古を開始、そこで、身振

り手振り教えて戴く訳ですが、剣（樫の木で作った

もの）の握りや振り方、返し方、頭上での回し方、

腕や手首の使い方、腰の振り方、顔の方向、見つめ

方等々、一つひとつ重要で、そう簡単には行きませ

ん。毎週練習に励んでいきました。形が出来て来る

と今度は、ホーランエンヤの歌に合わせての練習、

そして、全踊り子揃っての合同練習へ、なかなかう

まく調和しない。そうする内に3月を迎え、船に乗

っての練習に入る。この時点では、舵取り（艫櫂（と

もかい））、音頭とり、櫂（かい）かきも乗船・本番に向

け町内付近の練習から、近郊（出雲郷・揖屋・意東・

大根島そして他の五大地）廻りで最終仕上げ、鬘や

衣装にもなかなか慣れないなか、4月の終わり本番

そのもので、町内へのお披露目（傘揃い）を行い、

5月の渡御祭、中日祭、還御祭に臨んでいきました。 

私は、毎日のように海に出ていたせいか、化粧の

ノリが悪く、美容師さん泣かせでありました。また、

衣装は鬘等を除き自前で作れるものはすべて心の

こもった母親達の手によるものでした。 
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馬潟櫂伝馬船（馬潟町付近：Ｈ21）

当時、出発は松江城お堀から船行列のスタート、

京橋川を通り、大橋川、意宇川へ、両岸は人垣で溢

れんばかり、多くの観覧者に見守られるなかで、張

り切る気持ちと恥ずかしさで複雑な気分。それは

１週間の神事のなかで続きました。フィナーレの

城山稲荷神社境内での最終奉納者「馬潟」の踊りを

披露した時の感動は今もって忘れることはありま

せん。 

また、私達剣櫂３人で相談し、踊りの交代時に新

しく挨拶の儀式を取り入れたのも感謝の気持ちを

形にとの思いからでした。船神事参加は最大の想

い出です。 

再来年の開催、今から心が躍ってきます。今は亡

き当時のお師匠やお世話いただいた方々への感謝

の気持ちは忘れません。 

皆様、松江に帰省等の際は、ホーランエンヤ伝承

館にも立ち寄ってみて下さい。 

■八雲町 

「故郷 熊野大社を想う」 

                 堺市・ 藤田 宏

先日姉の訃報を受け、郷里

に帰ることになった。その時

の宿泊は熊野大社近くの実

兄夫婦宅にお世話になる。久

しぶりの再会で姉の手料理

で舌鼓、酒もだいぶ進み話に

花が咲き、いつの間にか気持ちよく床に就くこと

ができた。

翌朝はさわやかな目覚め、さて散歩にと下駄を

鳴らして、今は廃校となった熊野小学校の跡地に、

当時の想いを馳せながら足を進めると、熊野大社

の大鳥居の下まで辿り着いた。正面は幅 180ｍ位、
高さ 3.0ｍ程の石垣で囲われ上の柵だけは真新し
い格子囲いだ。

鬱蒼とした針葉樹の森に一礼をし、両側の青銅

の義星朱色の欄干の中央を進んだ。再度木製の鳥

居をくぐり境内に入り、左側は形の良い手水舎、思

いのほか冷たい水で身を清め、清々しい気持ちで

来待石の階段を踏みしめて登ると、本殿は大社造、

拝殿は間口七間、奥行三間、主祭神は素戔嗚尊（ス

サノオノミコト）、天照大神の御弟神である。幣殿は

稲田神社、伊射那美（イザナミ）神社、又鎮火殿、舞

殿、荒神社稲荷神社。これらは人々の幸福と繁栄、

平和の想いを保障し精神的支柱として鎮座された

のではないだろうか。

小学生の頃は四季を通じ、これら素晴らしい境

内の景色を写生するのが好きで、ここに良く訪れ

たことを思い出します。

ここで八雲村誌より「神社の歴史」の一部を抜粋

し紹介いたします。

出雲国一之宮 熊野大社拝殿

「熊野大社」は、古来「出雲大社（杵築大社）」 

と並んで出雲国二大社として尊崇を集めていた。

古代に於ては、熊野大神は最高の神格とされ、「出

雲大社」より優位にあった。文徳實録に仁壽元年 

（851）「出雲国熊野杵築両大神並従三位に加ふ」

とあり、三代實録貞観九年（867）に正二位が両大

神に授けられた際にも熊野大神が上位にあげられ

ている。『出雲国風土記』に「熊野山・・いわゆる

熊野大神の社坐す」とあり、また「出雲神戸・・伊
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弉那枳(ｲｻﾞﾅｷﾞ)の麻奈子(ﾏﾅｺﾞ)に坐(ﾏ)す熊野加武呂

命(ｸﾏﾇｶﾑﾛﾉﾐｺﾄ)と、五百津 (々ｲｵﾂｽｷｽｷ)猶(ﾅｵ)取ら

しに取らして所造天下大穴持命(ｱﾒﾉｼﾀﾂｸﾗｼｼｵｵﾅﾓﾁﾉ

ﾐｺﾄ)との、二所の大神等に依(ﾖ)さし奉る」とある。

『延喜式』の「出雲国造神賀詞(ｸﾆﾉﾐﾔﾂｺｶﾝﾖｺﾞﾄ)」に

は「伊射那伎乃日真名子加夫呂伎熊野大神櫛御気

野命(ｲｻﾞﾅｷﾞﾉﾋﾏﾅｺﾞｶﾌﾞﾛｷﾞｸﾏﾇﾉｵｵｶﾐｸｼﾐｹﾇﾉﾐｺﾄ)」と

記されていて、古代には､熊野山（天狗山または天

宮山）を神体とする食糧の神櫛御気野(ｸｼﾐｹﾇ)の神

が「熊野大社」の神とされていた。 

本来この神の名は「霊妙な食物（米）の神」を意

味し、稲作の水の源に鎮まります神として、意宇川

・山佐川の上流のひときわ高く目立つ天狗山が御

神体と仰がれた。しかし、風土記の時代には、すで

に伊弉諾命の日真名子（可愛い子）という表現が使

われているので、三貴子（天照大御神(ｱﾏﾃﾗｽｵｵﾐｶﾐ)

、素盞嗚尊(ｽｻﾉｵﾉﾐｺﾄ)、月読尊(ﾂｸﾖﾐﾉﾐｺﾄ)のいずれ

かをさすことになるが、出雲神話に登場する素盞

嗚尊がこの日真名子の神にあてられ、以後「熊野大

社」の祭神は素盞嗚尊として信仰されてきた。 

大阪市内で見つけた、 

偉大な先達の足跡 

「三休橋筋街並み保存に貢献のあった三氏」

左から 堺屋太一（作家・評論家）

 和田亮介（元近畿松江会顧問ほか）

喜多俊介（家具、家電等デザイナー）

北浜の地下に「三休橋筋」のパネルがあり、美し

く整備された街並みが紹介されています。そのな

かに和田亮介元顧問の大きな写真が掲示されてい

ます。 

この地は「三休橋筋」の北端にあたり、和田先生

が大阪の美化を提唱され、船場の活性化に尽力さ

れた、その足跡のひとつをここに見ることができ

ます。「まちづくり」への思いは、著書「船場吹き

寄せ」でも語られています。 

パネルの場所は、地下鉄北浜駅・京阪電車淀屋橋

駅乗り換え通路、25番出口付近です。お近くを通

られたら立ち寄られてみてはいかがでしょうか。 

※詳細は当会ホームページに掲載していますの

で、ご参照ください。 

＜紹介者＞ 鶴羽孝子 
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中海赤貝の歴史と“復活”

認定 NPO 法人自然再生センター 

柏 木 利 徳

漁獲記録統計が始まった 1950 年以前から
中海で成貝や稚貝が採取され、販売や湖底

に撒いて養殖されていた赤貝（サルボウ）

は中海周辺部の伝統的な郷土料理の食材と

して親しまれ、特産としての位置を築いて

いた。

稚貝は山陽（主に岡山県）方面へも出荷さ

れ中海の有数な漁獲資源であった。

1955年の約 1600トン（稚貝は 1953年の
30億個）をピークに減少に向かい 1976年
には出荷報告が無くなった。

原因としては中海の水質悪化要因、有機肥

料から化学肥料に代わりそれらを含む生活

雑排水の流入増加、中海干拓事業による湖

底の改変等によるものと考えられている。

中海の水質改善のための活動機運が高まる

中、1995年僅かに生存している赤貝が地元
中海漁協の漁師によって確認されたが出荷

できる程の量には至らなかった。生存確認

された水域は当時干陸問題で揺れていた本

庄工区とその水域に通じる承水路であった。

2002 年に干陸淡水化事業の中止が決定さ
れ、2005年には干拓事業中止に伴う事業計
画の変更や廃止の手続きが完了し中海の水

質に大きな影響を与える工事が始まった。

中浦水門撤去工事が完了した 2009 年から
島根県水産技術センターに於いて赤貝の復

活に向けた研究が始まった。

湖底で生存している赤貝は春から夏にかけ

て産卵し、その受精卵は約 2 週間の浮遊幼
生期、約 2 か月の付着期を経て殻長 7ｍｍ
程度の稚貝になる。塩分濃度、酸素量、餌

となるプランクトン等の環境の良い所で生

育し産卵から概ね 1 年半後の冬に肥満度が
高まり殻いっぱいに身の詰まった状態にな

ると考えられ 2010 年には天然採苗技術が
確立した。

大根島を望む養殖場

それにより稚貝を養殖し好条件と思われる

湖底に稚貝を放流したが漁業を営むほどの

成果が無く、湖底で育成するのではなく中

層（水深７ｍであれば 3ｍ、水深 4ｍであれ
ば 2ｍ）に吊るした網に稚貝を入れる方法
で 2013年に 1トンの赤貝を初出荷した。

育成途中の赤貝

養殖方法が中海の湖底ではなく中層に吊り

下げた網の中で行われる為泥汚れが少なく、

実入りも良く好評で、その後徐々に出荷量

は増え 2015年度は４トン、2016年度は８
トンであった。販売先は地元スーパー1社、
道の駅本庄、道の駅安来、大根島産直市の

みであるが加工材料としての出荷先が 3 社
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となっている。

松江市のふるさと納税返礼品として冬季限

定で提供する他、旨煮の真空パックや赤貝

ご飯の素として通年販売も開始された。

出荷量が増えて行く過程において、稚貝の

選別作業や育成期間中の赤貝に付着するフ

ジツボやナミマガシワの除去作業に掛かる

手間等、課題はあるが年々対処法を考案し

高齢漁業者から若手に繋げ雇用を生みだす

までの事業目標を掲げ今に至っています。

生きた赤貝販売

加 工 品 

商品のお問い合わせ先

大根島産直市有限責任事業組合

〒690-1401
島根県松江市八束町江島 183-10 
メール：kashiwagi974@gmil.com 
携帯：090-1011-0519 
事務局 柏木

レシピの紹介

赤貝煮付け

＜材料＞

・赤貝（殻付き） ・しょう油 適量

・酒 適量 ・砂糖 少々

＜手順＞

① 貝を水がきれいになるまで洗う

② 沸騰させた湯の中に入れ、あくが出たら

茹でこぼす

③ しょう油と酒（1：2 程度）に砂糖（好

みで）入れ加熱し沸騰したら貝を入れる

④ 汁が貝を覆ったら鍋を揺らし（2～3回）

火を止め蓋をして蒸らす

赤貝ご飯

＜材料＞

・赤貝殻付き 1㎏ ・米 5合
・しょう油・酒 大匙 3 ・砂糖 大匙 2 
・みりん 少々

＜手順＞

① 赤貝を湯がいて出汁をとる

② 赤貝をむき身にする

③ 炊飯器に研いだ米、出汁、むき身、調味

料を入れ炊く
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平成２９年度 役員名簿 新役員・役職異動

顧   問         田運三郎（雑賀町・雑賀小学校） 

会   長        伊藤 征治（北堀町・北堀小学校） 

副 会 長        小川 龍朗（島根町・加賀小学校） 

副 会 長        井上 隆吉（上東川津町・川津小学校） 

幹事長兼事務局長     竹谷  奬（八束町・八束小学校） 

副 幹 事 長        井上 芳子（石橋町・北堀小学校） 

副事務局長（兼ゴルフ担当）内部  茂（東朝日町・中央小学校） 

常任幹事 （地域担当）  押田 良樹（大庭町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木村 恵吉（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  武田 貞雄（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （広報担当）  松本 耕司（上本庄町・本庄小学校） 

常任幹事 （地域担当）  渡辺  悟（北田町・付属小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木幡 晃正（宍道町・宍道小学校） 

常任幹事 （地域担当）  田中 裕子（石橋町・北堀小学校） 

常任幹事 （ＨＰ担当）  鶴羽 孝子（西持田町・持田小学校） 

常任幹事 （広報担当）  茂居理智子（竪 町・雑賀小学校） 

監  事         木原  貢（宍道町・宍道小学校） 

監  事         吉岡 靖晃（鳥取市） 

                       以上１８名 
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事務局から ”お知らせ“ 

近畿松江会にご支援・ご協力いただきありがとうございます。 

 今年度の第 12 回総会・懇親会は昨年に引き続きニューオオサカホテルで開催致しました。 

 参加者は目標の 100 名にやっととどきました。今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申

し上げます。現在会員総名簿数は 290 名、入退を重ね 164 名となっています。   

また、役員は木村八重子さんが退任、新たに木幡晃正さん（常任幹事）に就任いただきました。

木村八重子さんには副会長を４年、常任幹事を４年、計８年間勤めていただき大変有難うござい

ました。(P-20 役員名簿)会員の皆様も是非役員の一端を担っていただけることを願っています。 

会員のメールアドレス登録について 

各種情報やホームページの更新などいち早くお伝えいたしたく、会員各位のメールアドレ

スの登録をお願い致します。アドレスは携帯電話・スマートフォン・パソコンいずれも結構

です。登録は下記    へアクセスしてください。（アドレス変更時も連絡ください）

近畿松江会ホームページについて    http://www.kinki-matsuekai.jp/
昨年度より鶴羽孝子常任幹事がホームページ担当となり、日々情報を発信しています。 

ホームページお知らせ欄に『会員作品コーナー』を設置しました。木村恵吉常任幹事より季節

季節の写真を投稿していただいていますが会員の皆様も絵画・手作り作品・ガーデニング等々発

表してください。「松江で見つけたこんなもの」なんかもいいですね。 

作品画像の送り先はコメントを入れて   osktake@ff.iij4u.or.jp   まで 

＜ 編 集 後 記 ＞

「国引き」で言われる四つの国の内の三つ、三穂の国、狭田の国、支豆支（ｷｽﾞｷ）の国にはそれぞ

れ、美保神社、佐陀神社、杵築（出雲）大社という立派な神社があるけれど、残る闇見（ｸﾗﾐ）の国に

は何？神社があるのか、数年前に疑問に思って調べたことがあります。 

で、ありました。本庄の新庄町にその名もまんまの久良彌（ｸﾗﾐ）神社が。車一台が漸く通る道です

が、皆さんも行ってみてください。これで神社グランドスラム達成（のはず）です。 

入月先生のお話は、地質学のお話が基礎で、真に新鮮でした。もう目前に迫りましたが、10 月の

日本ジオパーク認定を、是非ぜひゲットいただきたいと心から願っています。 

さて、会報の作成にあたり、総会の録音テープを聞いていて、名誉会員の三林京子さん、戸津川

島根県人会会長から、松江・島根や我々に対する本当にあたたかい眼差しでのメッセージをいただ

いていることを再認識しました。心から御礼を申し上げます。 

また、寄稿集“松江だんだん”では、４名の方からふるさとに対する思いをお聞かせいただき、心が

ほのぼのとなりました。ご寄稿、有難うございました。 

最後になりましたが、この会報、漸くお届けできてホッとしております。いつもながら、最後のまとめ

をいただきました竹谷幹事長には心より感謝を申し上げます。 

              9 月 5 日 常任幹事・広報担当 松本耕司（上本庄町） 
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国宝『松江城』天守より宍道湖（嫁ヶ島）を望む

木村常任幹事投稿の写真を掲載しました。あらためて天守へあがってみてください 

近畿松江会役員は松江観光大使の名刺を携行しています。この名刺を下記施設に提示しますと

そのグループの皆さんが各施設の所定の割引料金で入場できます。役員へお声掛けいただき、

入手のうえ松江にお帰りの際にご活用ください。（名刺例：P-30 広告２段目松本常任幹事） 

     ○松江城  ○武家屋敷  ○明々庵  ○松江歴史館  ○ホーランエンヤ伝承館 

     ○堀川遊覧船  ○松江フォーゲルパーク  ○小泉八雲記念館・旧居   

     ○島根県立美術館 ※１  ○松江旅館ホテル組合加盟施設 ※２ 

             ※１ 島根県立美術館は名刺持参者に限る 

             ※２ 松江国際観光案内所での予約者に限る 

             松江国際観光案内所 TEL 0852-21-4034 JR 松江駅前 
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